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こころの測り方

シングルケースデザイン法

　シングルケースデザイン（Single-

Case Design: SCD）は行動分析学で
はテッパンとなっている実験計画法
です 1。本稿ではSCDで因果を実証
する考え方に焦点を当てて解説しま
す。
　この
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行動はどうすれば増やせるの
かという問いに答えるため，行動分
析学の研究では，目の前の人や動物
の行動を記録しながら，環境を変え，
それが行動に及ぼす影響を観測して
いきます。
　初めに行動ありきで次が測定。ど
のように環境を変えるかは，観察・
測定した行動によって決めていきま
す。実験者が何をするかがデータに
よって変わることが前提です。初め
に仮説ありきで，その仮説を検証す
るための実験条件を考え，計画した
通りに実験を実施する要因計画法と
は真逆のアプローチです。
　よく言えば柔軟，悪く言えば適
当。それでも環境（独立変数）が行
動（従属変数）に及ぼす因果的な影
響を探求し，同定できるように考案
されてきたのがSCDです。以下，環
境は「介入」と書きますが，臨床や
教育を目的としない基礎研究でもロ
ジックは同じです。
　統計的因果推論を広めたルービン
は，因果の実証には実験者による操
作が必須で，かつ効果検証には無作
為化比較試験（RCT）が必要である

と考え，でも現実にはRCTの実施が
難しい場面が多いために，すでにあ
るデータから因果を推測するための
計算方法を提案しました2。
　まったくその通りなのですが，も
しもしルービン先生，介入してい
なかった場合の世界線（反事実）は
RCTでなくても得られますよ，とい
うのがSCDです。SCDにはいくつ

か方法がありますが，ここでは参加
者間多層ベースライン法を例に説明
します。
　典型的な実験結果を図1に示しま
す。3人の参加者に共通する標的行
動があり（例：小学校で掃除の時間
に掃除をする），それを増やす介入
（例：保護者に協力してもらい，学校
で掃除をした日のみ家に帰ってから
ゲームで20分間遊ぶことを許可す
る）の効果を検証するとします。図
1の縦軸は従属変数（例：掃除した
時間の割合），横軸は時系列の指標

（例：日）で，各参加者のデータを折
れ線グラフにして横軸を合わせ，縦
に並べます。
　縦に走るジグザグ線が介入開始時
点を示し，条件変更線と呼ばれます。
これより左側が現状把握のためのベ
ースライン記録期間で，これより右
側が介入後の記録です。介入開始時
点を参加者ごとにずらすところにこ
の方法の特徴があります。
　SCDでは，行動の水準（頻度や
強度の高低），傾向（上昇下降など），
分散，そして介入効果を，できるだ
けローデータをそのまま作図したグ
ラフを目視して評価します。統計的
検定を行うことはあまりありません。
いくつか理由がありますが，明瞭に
目視できるくらい大きな効果を持つ
変数を探そうという指針が大きいで
す。とはいえ目視による判断にも第
1種，第2種の過誤は生じますので，
統計量を計算した検定や機械学習に
よる判断の併用など，リスクを減ら
すための手順も検討されています。
　補助線を使う手順にも目視判断の
正確性を高める効果が確認されてい
ます。SCDで因果を検証するロジ
ックと関連しますので，この手順を
追ってみましょう。
　図2には図1から参加者1のグラフ

のみを抜き出して補助線を追加しま
した。Ⓐはベースラインのデータを
元に作成した予測傾向線です。傾向

法政大学文学部心理学科 教授 

島宗 理

ベースライン 介 入
参加者1

参加者2

参加者3

図1 多層ベースライン法の典型例

自
発
頻
度

日



41

変化が生じるなら，独立変数以外の
何かしらの剰余変数が標的行動に影
響していたことになります。
　これで終わりではありません。次
は参加者2，その次は参加者3に介
入を導入していきます。図4には，
図2と同じ方法で補助線を引きまし
た。Ⓕが参加者2のベースラインデ

ータから作成した予測傾向線，Ⓔは
参加者2に介入を導入した後の実測
傾向線です。両者が十分に離れてい
れば，参加者1で確認された独立変
数の効果が参加者2でも確認できた
ことになります。同一実験内の直接
再現です。参加者2に介入を導入し
た時点では参加者3には介入を導入
していませんから，Ⓖが介入してい
なかった世界線を示すデータになり
ます。
　最後に，参加者3に介入を導入し，
その効果をⒾとⒽで比較して，実験
が終了します。この部分に対する反
事実のデータはありませんが，介入
効果が同一実験内で再度再現された
とみなします。参加者数を増やし，
その都度，直接再現が確認されれば，
剰余変数が影響している可能性をさ
らに低められます。
　SCDはRCTを実施するには参加
者が足りない場合にも使えます。教
育，臨床，医療などの現場で，実践

線の引き方はいくつか考案されてい
ますが，このまま条件を変えず，測
定を続けていたらどうなるかを予測
することが目的です。そのために平
均的な水準を示す線とデータの分散
を範囲として示す上下の線で構成し，
ベースラインから条件変更線を超え
て右側へ延長します。
　介入開始後のデータを使って同じ
ように実測傾向線を引きます。Ⓑが
これです。介入の効果はⒶとⒷがど
れだけ離れているかで評価します。
範囲がどのくらい重複するか計算す
る効果量の指標も開発されています。
　実はSCDの中ではここまでがAB

法と呼ばれる方法になります。介入
開始とたまたま同時に生じた条件変
化が行動に影響した可能性もありま
す（例：学校で掃除をしていないこ
とを保護者が強く叱ったなど）。そ
うした剰余変数が影響している可能
性がある限り，内的妥当性は低いま
まですし，Ⓐは測定していない予測
データですから，ルービン先生の言
う反事実にはなりません。
　そこで参加者2，3のデータの出
番です。図3の灰色の四角で囲んだ
部分（ⒸとⒹ）は介入前のデータで
す。参加者1に介入を導入して行動
に変化が見られたときに，まだ介入
していない参加者2と3の行動を測
定することで，介入していなかった
世界線を示すデータを得るのです。
ⒸとⒹに，参加者1で確認された行
動変化が生じなければ，図2の予測
傾向線（Ⓐ）はもっともらしくなり
ますし，参加者1と同じような行動

しながら実験したい研究者には重宝
するはずです。どのような介入に効
果があるかまだわからないときにも
使えます。まずはAB法を繰り返し，
目の前のその
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行動を変える介入を探
索的に見つけてから，より厳密な効
果検証に挑むのもありです。
　SCDには，他に，反転法（ABA法），
基準変更法，条件交替法があり，こ
れらを組み合わせて使うこともあり
ます。因果を検証するロジックはそ
れぞれ少しずつ異なりますが，どの
方法でも，予測傾向線と実測傾向線
を目視して介入効果を評価する方法
や，本稿では解説できなかった無作
為化の手順，実験内の直接再現を重
視する点は共通しています。
　同一実験内で再現した介入効果は，
他の研究者による追試により再現性
が確認されていきます。介入効果の
一般性を帰納的に検証していくとこ
ろもSCDの特徴の一つです。
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図2 予測傾向線と実測傾向線の比較 図3 介入しなかった世界線の実測 図4 実験内再現の繰り返し
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